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平成31年4月から同支援員。令和３年から飯舘村の鳥獣対策に携わり、
今年度から村の主担当。専門は野生動物管理・鳥獣被害防除。

イノサル通信は村
の鳥獣対策を支援
する鉄谷さんから
のお知らせです。

鉄谷 龍之 さん    
福島県避難地域鳥獣対策支援員
てつ     や       たつ  ゆき　

　８月号のイノサル通信『野生動物を撮る』でも少し触れましたが、伊丹沢地区をモデル地区として、住
民が行う鳥獣対策を支援しています。前回触れた内容は、私たちが支援として行っている調査について
でしたが、今回は住民の方 と々一緒に行った取り組みを紹介します。

馬
産
の
歴
史

　馬
と
暮
ら
し
た
時
代

ふ
れ
愛
館
だ
よ
り

交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」

か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
人
生
の
ど
ん
底
に
い
る
主
人
公
・
奈
緒

は
、10
歳
の
息
子
・
涼
介
を
連
れ
て
故
郷
へ

帰
り
ま
す
。す
る
と
、年
老
い
た
父
親
が

事
故
に
遭
っ
て
し
ま
い
ま
す
。看
護
師
の

免
許
を
持
ち
な
が
ら
も
医
療
現
場
で
の

経
験
が
な
い
奈
緒
は
、父
親
が
入
院
す
る

病
院
で
働
き
始
め
ま
す
。独
居
高
齢
者
の

暮
ら
し
、終
末
期
医
療
、介
護
等
、過
疎

地
域
の
現
実
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き

ま
す
。満
天
の
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
た

め
に
、私
達
は
ど
う
生
き
て
い
け
ば
よ
い
の

か
。作
者
に
看
護
師
の
経
験
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、物
語
の
内
容
は
と
て
も
リ
ア
ル
。読

め
ば
死
生
観
が
変
わ
る
1
冊
で
す
。

　
飯
舘
村
は
馬
産
が
盛
ん
な
地

域
で
し
た
。山
中
郷
と
呼
ば
れ
て

い
た
江
戸
時
代
に
は
、藩
営
の
牧

場
が
延
べ
２
０
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ

ど
あ
り
、農
耕
や
小
荷
駄（
荷
運

び
）に
適
し
た
馬
を
産
出
し
て
い

た
と
伝
わ
り
ま
す
。

　
明
治
期
に
入
っ
て
も
馬
産
は

続
き
ま
し
た
。
馬
は
農
耕
馬
と

し
て
も
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
農

耕
に
使
う
以
外
は
２
歳
ま
で
育

て
て
市
で
売
り
ま
し
た
。
村
内

で
は
こ
の
頃
か
ら
１
年
交
替

で
、
草
野
と
飯
樋
で
市
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。
馬
の
良
し
悪

し
を
見
極
め
買
い
付
け
る
の
は

博
労
（
＝
馬
喰
／
ば
く
ろ
う
）

と
呼
ば
れ
る
馬
商
人
で
し
た
。

　
明
治
11
年
に
は
県
内
一
円
を

ま
と
め
る
福
島
県
馬
産
会
社
が

発
足
し
ま
し
た
が
、
不
安
定
な

経
済
情
勢
に
翻
弄
さ
れ
同
26
年

に
解
散
。
代
わ
り
に
各
地
に
馬

産
組
合
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　
馬
の
生
産
は
こ
の
地
域
の

重
要
産
業
の
一
つ
で
し
た
。

大
正
期
に
入
る
と
軍
馬
と
し

て
も
調
達
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
当
時
は
馬
に
飾

り
を
つ
け
て
神
社
に
詣
で
た

り
（
二
枚
橋
・
水
境
妙
見
初

發
神
社
）
、
道
で
裸
馬
の
競

馬
を
行
っ
た
り
す
る
地
域

（
臼
石
）
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
第
二
次
世
界
大

戦
下
で
は
馬
が
徴
収
さ
れ
て

頭
数
が
減
少
。
終
戦
後
は
農

業
に
も
機
械
が
導
入
さ
れ
、

馬
の
価
格
は
下
落
。
徐
々
に

馬
に
代
わ
っ
て
牛
が
飼
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。
し
か
し
相
馬
地
方
に
は

野
馬
追
が
あ
る
た
め
、
馬
を

飼
う
家
も
残
り
ま
し
た
。

　
家
族
総
出
で
世
話
し
て
暮

ら
し
た
馬
と
人
と
の
関
わ
り

は
深
く
、
村
内
に
は
馬
頭
観

音
の
碑
や
馬
頭
観
音
堂
が
今

も
数
多
く
残
り
ま
す
。

お
す
す
め
図
書
を
紹
介
し
ま
す

市の様子。市は「おせり」と呼ばれ、道の両側にたくさ
んの店が出て祭りのようににぎわっていたそうです。

馬頭観音は馬の供養に個人や講中が建てました。
写真は丘の上の馬頭観音堂に続く鳥居（飯樋町）。

歴
史
の
散
歩
道

伊丹沢モデル事業報告

著    
者
：
藤
岡
陽
子
　

出
版
社
：
小
学
館

　
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
書
籍
・
雑
誌
・
絵
本

を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
満
天
の
ゴ
ー
ル
」

　現在までに２回、役員会に参加させてもらい、センサーカメラ調査
等の報告、被害状況の聞き取り、地区に合った対策の検討を行いま
した。被害状況を聞くと、やはりニホンザルによる被害が多く、侵入を
防げるはずの複合柵（下部に金属メッシュ柵、上部に電気柵）を設
置しても、農地に侵入されてしまうとのことでした。また、追い払いを
実施している方もいますが、あまり効果を感じていないようでした。
　そこで、皆で話し合い、まず以下の２つをやってみることになりました。

～役員会での検討と柵による防除試験～

　試験を行う農地は、道路より低い所にあり、また、柵と電柱や倉庫が近いことから、柵の上部から飛び込ま
れている可能性がありました。また、金属柵の上部と電気柵の線の間隔が広くなっている部分もありました。
　改善として、ニホンザルの足場になる道路の法面や倉庫などから柵を３m以上離すため、外周を一回り
小さくし設置し直しました（下の写真を参照）。その際、電線の間隔を狭く、一定になるよう調整しました。こ
れにより飛び込みや電気柵の線の隙間からの侵入が防げるはずです。

試 験ほ場のため、協
働で作業しています。

　柵による防除試験の結果や、今回詳細を紹介できなかった目撃及び追い払いの情報収集については、次回
以降のイノサル通信等でご報告します。

■ 地区役員会での聞き取りと対策検討

■ 柵による防除試験

❶ 柵による防除試験 ： ニホンザルによる被害が出ている農地の柵を改善し、センサーカメラにより動物の侵入
を監視しながら、こまめな見回りと手入れをします。その結果から、効果のある防除柵の設置と管理を明らかに
します。
❷ 目撃及び追い払いの情報収集 ： 住民からニホンザルの目撃情報、追い払いの実施状況、それに対するニホ
ンザルの反応などの情報を集め、追い払い含め、今後の対策を考える材料とします。

　今回は上記の２項目の中から、柵による防除試験の取り組みを紹介します。

一回り小さく設置し直
しました。
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